
奥入瀬川中下流域における

湾岸段丘および沖積地の地形について

渡辺将人

1.はじめに

奥入瀬川の流れる青森県南西部の三八上北地方法，各種の段丘が発達する点、では全患でも有数の

地域であるためその研究も多い。またこれらの段丘は，潤屈の山麓部や丘綾地とともに普後の火山

群の噴出物〈主として火山灰)におおわれているため，対比するには条件が良七研究には最長の

ブイ ~Jレドである

本論文では，奥入瀬川中下流域の汚岸段丘と沖積地の分類恐拭み，ざらに各段i乏の分布状態や構

成物，そして援事費料安料用して，各段丘の形成年代などについて検討した。

2. の概観

奥入瀬川11点十和関湖の子の口iこ諒を発し，

北東流して，焼山付近からほぽまっすぐに東

流し太平洋じ佳いでいる。子の訂より焼山ま

で 焼山より中撮付近まで

は緩やかな務地形となっている。

中搾付近は，ちょうど山地と台地の境界に

当たり，この付近から東に向って，浮石流の

る扇状地性の三本木面と沢田

揺が誌がっている。 と沢田匿の末端

から太平洋岸近くまでは洪議会地が広がって

おり，識に向って下末吉相当の段丘蕗が明瞭

している。

3. 各段丘の特徴

ヌド地域の河岸段丘は，構成物・現河床から

るCとができる。

i)第 1段丘
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1. 調査対象地域

どから 4設の段丘面に分類す

中搾より上流の山間部にしか認められず，漆畑地区で模式的に広く している。

らの比高がおよそ 40--50 mであるα 漆畑地区では厚い黒色土の下に70cmほどの口}ム
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をのせ.その下に砂層や砂操j翠 している。 ζ
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ると，第2段丘の柴山や中ノ平の背後の

八戸甫北方の高諮飛行場付近を模式地と

って内陸深く;こまで存在している。
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段丘間投影密ならびに汚沫縦掛菌図~4. 

ii )第2段丘

えられるる三本木面の嵐端部が汚岸段丘化したものと2段正は，粛状地形を景

山間部でのi中川I1972)。この段丘面は葉山，中ノ平と志津にのみ細長く連続的に分布しており，

山間部では25-30 m 分布は断片的でわずかである。現汚床からの比高は，下流域で 20-25 m， 

で3ちる。柴山付近では滞石・火山角懸を合む砂操層の上に茶掲色を呈する粘質火山灰をのせている。

( 1985) ま中川(1972 )は，赤色淳石を含むこの火山茨震を南舘火山灰の上部!曹としており，

も柴山面を恭部静石以上のテフラに覆われているとして編年を行っている。

その成国が，ぽ似かよっている三本木面と訳問題であるが，と現汚床からまた，

浮石、読のニ次堆積面であり，形状からも属状地性の性質を持っているため，今回の河岸段丘の分類

においては取り上げなかった。

iiD第3段丘

第 3段丘は，山開地から相域付近までiま左右前岸に模式的に発達しているが，折茂以東でその分

また下流部でおよそ 7.5-lOm，三三本木酉，現汚床かにかたよる。布iま

に付着する形で 10-13m，山間部においては 15m ほどである。赤沼や下窃沼地区での構

この浮石砂lit喝2m前後の灰白色や褐色の口}ムの上に明瞭に中撒湾石をのせている。成物は，

わ砂"と呼ばれ.中撮に近いこの付近が模式地である。

iv)第4段丘

その穏も広くなっている。高度はだ全般的には折茂以東の下流部によく発達し，4 

で、上読へとつづいている。講成物は一般に，砂，

の互層となることが多し¥。
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生沖積地の地形

奥入瀬JrIの現河床沿いには，いわゆる縄文毎進の彰響を示す地影が認められる。

縄文語進による最高海水産買は，海技0-6mの間にあると考えられており〈柴崎 1969)，奥入議

所の河口部にも，高度5m前後までに海の進入があったものと，忠われる。この海遊は，奥入葬釦[!下

流域に荷111による堆積作用を増加方せたと忠われ，折茂以東の第 4段丘の分布域の広さはそれをケ示

していると考えられる。また氾濫原における|旺間道やポイント・パーを見ると，汚日から相坂付近

まで明瞭に認められ，激しい蛇仔の議子安うかがわせる。これは縄文海進最感期から海遊iこともな

い堆積作患が弱まり，現u方浸食または下方様食が卓越してくるとともに，奥入瀬川が現在に恋IJるま

で，底IJLな下流域の持嶺地に側刻と下亥2を繰り返してきたためと考えられる。
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5. 各段丘の形成年代

以上のように，筆者泣奥入瀬川中下涜域の河岸段丘を4段;こ分類し，諮らに沖積地の地形分類を

行ったが，これらと既存資料さと基に，各段丘の形戒時期を推定してみる。

i)第 1段丘

能述のように，奥入瀬JII左岸に細長く発達した高舘柑詣詣lel:.現河床からの比高で見ると第1段

丘に連続すると息むれる。

-殻に高館面と問時顛}こ形成されたと考えられている曹関東の下末吉揺は， ヲス・ウノレム関永期

の温暖高権語期とされている。室内(1985)は，高舘匿の形成時惑をテフラに議づく編年によって

11-12万年前とし，この最終間永鶏撞結期の絶対年代が，世界的に見て 12-13万年慌に集中し

ていることからもこの数字が信識できるとしている。

よって南舘将当面に連続する第 1段丘溜の形成時期は.抵ぽ 11-12万年前と考えられる。

iD第2段丘

下流域の柴山中ノ平に当たる第2段丘面が，窮状地性の三本木躍の末端部が，河岸段正化した

可能性のあるととはすでに述べたが，中)11(1972)は， ζれら安三三本木段丘群として高位(吉期〉

のものから，柴山段丘，折茂段丘，大和段丘と額分している。

本論におげる第2設丘は柴山段正にさ設たり，五本木詣，訳出聞は大和段丘}こ当たる。つま0第2

段正と三本木龍の形成時患にはかなりの時間差があり，それは構成物によって証明されている。

前述のようι，柴山付近は赤色湾高を含u'南舘火山氏上部層をのせ，室内(1985)によって編年

が行われ. 5-7万年前という舗が出ている。

これに対して三本木面は，八戸浮石流線灰岩によって構成ぢれており，その形成年代は 14C年

代認定によりB.P.12. 700土 260(大諮問63.1 964) ，B. P. 12. 000土 250く佐藤 1966)とされ

ている。このB.P.13，0∞年前畿の数値は宮内く 1985)とも一致している。

iil)第 3段丘

第3設丘lel:.三本木，沢田の両国に付着する形で発漉しているので，その形成時期法三本木聞の

形成時期約B.P .13，000年以降でまさる。液た第3段丘の構成物後見てみると 2m前後のロ山ムの

上に滞五をのせていることから，その形成は洪積世のものであることがわかるので，第3段丘の形

成は日.P.約 10，∞G年}こは完了していたと思われる。

したがって，第3段丘の形成はB.P.約 13，000年から.B. P.約 10，000年ということが言える。

iv)第ヰ

第ヰ段丘は，先に沖護地の楠で述べたように，縄文海進による河川の堆積作用と，その後の護送

にともえ丈う倒亥U.下刻作患によって段丘化したと考えられるので，その形成は，少立くとも縄文海

遂の甑基期に行われた。また，第4段丘面上には， 中探淳右を明瞭に認めることができなかったの

で，その形成は中撮部石の絶対年代， B. P. 6.550土 170，B. P. 3.920土 1叩く松井ほか3名〉以
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蜂と考えられる。

したがっ 4設五の形成は， B. P約5.000年以韓と考えられるc

6. まとめ

実入瀬川中下流域の河岸段丘の分類と，現河床沿いの徴地形分類を試み，さらに各段正の形成年

伐について検討してきた。その結果は以下のようにまとめられる。

奥入瀬川流域の河岸段丘は4段に分類されるむいずれも最終関氷累以誇に形成され，第 1段丘か

ら第3段丘までは洪積世iこ，第4段丘は沖接投に形成されたと考えられる。各段丘の形成年代は，

第 1段丘がB.P. 11-12万年，第2設五がB.P.5-7万年，第3段丘はB.P. 13.000年からB.P. 

10，000年，第4設正はB.P. 5.000年以降と推定される。

また，現汚来沿いの畿地形分類からは，後氷期の織進，滞i患の痕跡を示す地形が見られる。

最後に，本論文佳作成するにあたって，多くの御指導，御助言をいただいた，水野先主，後藤

先生，そして現地調資などで協力してくれた鎌田君をはじめ研究室のみなさんに探く

します。
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